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・断面⑦ 柳原地区左岸に神社・公民館 

右岸側段丘、水田、立木に侵食痕跡が確認されるが、左岸側神社、公民館の建物、地表面

には痕跡が見られず越水しなかったとみられる。左右岸の状況から、左岸公民館の宅盤よ

り若干低い高さが湛水時の最大水位と推定される。 

 

 

  

B＝30m 

神社 

集落 

1:0.5 1:1.0 

H＝6.0m 

H＝7.0m 



 

 

・河道

おけ

り、

流開

河床高

道閉塞時の越

ける道路高（

最大水位痕

開始時刻かは

高：国土地理

越流点は、水

（宅盤高）か

痕跡は概ね標

は明らかでな

理院 10m 数値

水位

水面の状況よ

ら水面まで

標高 200m～2

ない。 

値標高モデル

図３ 河床

図４

位計 

より、右岸土

は約 6m。建

202m の範囲

ルによる。△

床高と痕跡水

 

４ 想定湛水

想

水位計 

土産物裏の地

物に付着した

と推定される

△は計算上河

水位の関係

水範囲

想定湛水範

地点と推定さ

た泥、住民へ

る。ただし、

河床高を下回

 

範囲（200m）

される。越流

への聞き取り

最大水位時

 

回った点 

） 

8 

流点に

りによ

時が越

 



 

・地す

にか

砂防堰

考え

上流側

してい

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

・地す

合流

すべり末端直

けて、水通

堰堤の下流側

られる。築造

側の河床上昇

いる状態であ

すべり土塊下

流点付近の土

直下に、昭和

し天端の高さ

側に 4～5m

造から 50 年以

昇はそれほ

あり、今後下

下流支川合流

土砂流出、家

和 37 年築造

さまで流出土

の落差があ

以上経過して

ど大きくない

下流への土砂

流点付近では

家屋の損壊状

h=4～

支川

造の砂防えん堤

土砂で埋塞さ

ったとのこ

ているため、砂

いものの、以

砂流出が懸念

は、橋梁の損

状況から支川

～5m 

土砂堆

川 

堤（H=7m）が

されていた。

とで、今回の

砂防堰堤は満

以前の河床勾

念される。

損傷、河川護

からの土砂流

銘板により
H=7.0m 

堆積

があり、えん

地元住民に

の土砂流出で

満砂状態だっ

勾配より急勾

護岸の流出が

流出の影響と

 

合流

ん堤下流から

によると、以

で堆積したも

ったと想定さ

勾配で土砂が

が確認された

と思われる。

 

県砂防

流点 

9 

ら上流

以前は

ものと

され、

が堆積

たが、

 

防堰堤 

 



10 
 

（２）柳原２ 

・柳原１の約 500m 上流右岸側で発生した地すべり。県道 57 号の斜面上部からすべり、周

辺の舗装面にも亀裂が生じている。消防団詰所の建屋が倒壊している。 

・すべり面は明瞭で移動土塊は斜面～河道の間に堆積している状態。現時点で河道閉塞は

生じていない。 

 

 

  

消防団詰所 
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２.八女市黒木町笠原地区 
 
八女市黒木町笠原地区では、笠原川本川と下流支川の 2 か所で地すべり及び斜面崩壊が

発生した。いずれも河道へ崩土が到達しているものの、移動土塊と河道（水筋）に余裕が

あり河道閉塞は生じていない。 

 
（1）笠原１ 

笠原①全景（右岸より左岸の崩壊地を撮影） 

  

笠原① 

笠原② 

   横断図位置 
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（調査所見）笠原① 

・星野川左岸斜面で発生した高さ約 60m、幅約 120m の地すべり。 

・隣接する一帯の斜面が同様の地すべり状の地形を呈し、農地利用が進む。 

・斜面下部から約 30m の高さで移動土塊が停止。倒伏していない立木もある。（中流横断図

参照） 

・斜面上部は平坦地で水田として利用されているが、移動土塊部は針葉樹及びタケ林。 

・右岸側は河床から高さ 11m より上部は水田、15～17m の位置に道路。 

・右岸側に土砂の堆積、崩土の到達した痕跡はない。また、閉塞時の越流の痕跡もない。

ただし、右岸水田の川際の稲が下流側に倒伏していたため、河川の水位ピーク時には水

田部に若干溢水はしている。 

・現在の河床幅は、最も狭い部分は 10m となるが、河床から斜面中腹で停止している土塊

までは、約 60m 以上あり、再移動時も閉塞する可能性は低い。（中流横断図参照） 

 

笠原① 中流断面（最狭小断面） 

(横断図：上流から下流) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (写真：対岸) 
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笠原① 上流断面  

(写真：下流から上流) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
笠原① 下流断面（既設堰堤上流） 

 (写真：下流から上流) 
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笠原②全景（左岸より右岸の崩壊地を撮影） 

 
 
（調査所見）笠原② 

・斜面上部からの浅い崩壊に起因する土砂流出（崩壊地は遠方からの目視）。土石流形態で

流出したか崩壊土砂が流出したかは不明。流出した土砂が棚田地形上にゆるい勾配で堆

積（20°程度）。 

・崩壊土砂の堆積幅は 35m、高さは斜面肩まで約 40m。ただし、源頭部は地上からはほとん

ど確認できない。 

・対岸では流水による侵食が一部みられるが、崩壊に起因する土砂の到達によるものかは

不明。 

・崩壊斜面上の水筋には一部露岩が見られ、斜面上の崩壊残土は少ないものと思われる。 

 
 (横断図：上流から下流) 
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